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令和元年度 奥尻町防災訓練実施要領 
 
１．目 的 

災害応急対策を円滑に実施するため､災害対策基本法第４８条の規定及び奥尻
町地域防災計画第２編第１２節及び第３編第３節の防災訓練計画に基づき実施す
るものであり､防災に関する知識および技能の向上並びに体制の強化とともに住
⺠に対する防災知識の普及､啓発を図る。 

 
２．想定被害 

奥尻島南⻄沖 経度 139 度 29 分、緯度 41 度 58 分  マグニチュード７.０ 
  奥尻町では『震度５強』の揺れ、大津波警報の発表。 
  奥尻港湾内に火災発生。 
 
３．実施月日 

令和元年８月３０日（⾦） １０時００分 〜 １３時００分  ⾬天決⾏。 
ただし震度４以上、気象警報の発表の（おそれがある）場合は中止とする。 

   ※スケジュールは【６】のとおり。 
 
４．訓練対象地域 
   奥尻町全域とする。ただし、次の訓練は特定の場所で実施する。 

【奥尻港湾（海洋研修センター海側）】 
消防団消火訓練、新型消防⾞ CAFS(ｷｬﾌｽ)放水訓練、炊き出し訓練、水中処
分⺟船「YDT02」救援物資輸送訓練及び海路を使った避難訓練、巡視船「か
むい」海上消火訓練、衛星通信⾞被災現場映像配信訓練及びテレビ会議シス
テム通信訓練。 

 
５．訓練項目 
  訓練は次の各訓練を実施する。なお、訓練内容の詳細は、【７】による。 

・災害対策本部設置・運営訓練 
・地震防災訓練アプリ(ブザー音)を使⽤した避難⾏動をとる訓練 
・シェイクアウト訓練 
・住⺠⾼台避難訓練 
・指定避難所設備（発電機等）点検、指定避難所管理者通信訓練 
・火災を想定した巡視船による海上消火訓練 
・火災を想定した消防団による消火訓練 
・救援物資輸送訓練及び海路を使った避難訓練 
・衛星通信⾞被災現場映像配信訓練及びテレビ会議システム通信訓練 
・新型消防⾞ CAFS(ｷｬﾌｽ)放水訓練 
・炊き出し訓練 
 
◇NTT ドコモ衛星移動基地局⾞による臨時基地局設営 
 指定避難所等の支援として携帯電話などの通信確保のための充電サービス

救助活動 

※この実施要領は、ホームページ掲載⽤に一部の情報を除いています。 
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６．タイムスケジュール 
訓練の主な流れは、概ね次のとおりとする。 

１０︓００ 
 

【防災無線】サイレンにより地震発生を告知。 
地震防災訓練アプリによるエリアメール(ブザー音)のお知らせ。 
訓練参加者はサイレンが鳴り次第、約１分間のシェイクアウト訓練を実施。 

１０︓０２ 役場本庁舎内（総務課）では、災害対策本部設置・運営訓練を開始。 

１０︓０３ 
 
 
 

【防災無線】大津波警報（特別警報）発表。避難指示(緊急)を発令。 
住⺠⾼台避難訓練の実施。（海抜⾼が低い箇所にある指定避難所への避難ではなく、 
避難路等で直近の⾼台へ避難する） 
※防災資器材(リヤカー)も各自主防災組織(町内会)で使⽤する。 
※避難住⺠はヘルメット・手袋などを着⽤、避難携⾏品等を持参し避難する。 

１０︓１５ 
 
 
 
 

【防災無線】大津波警報解除。避難指示(緊急)を解除。 
住⺠は⾼台から各指定避難所へ避難し点呼を受け、訓練参加を報告する。 
役場各指定避難所配置員（任務分担表のとおり）は、指定避難所での人数の確認と発
電機と非常⽤電源の動作を確認する。 
奥尻港湾現地対策本部では炊き出し訓練開始。（航空自衛隊、協⼒︓⾚⼗字奉仕団） 

１０︓２０ 
救援物資輸送訓練開始 
海上自衛隊員が YDT02 から救援物資を岸壁へ降ろす。 

１０︓２５ 災害対策本部（役場）は、指定避難所管理者と通信訓練を実施。（※数カ所） 

１０︓３５ 
函館開発建設部衛星通信⾞による映像配信訓練(⾞載カメラ・ドローン)開始 
(※悪天候の場合は⾶⾏不可) 

１０︓５０ 
救援物資輸送訓練終了 
海路を使った避難訓練開始。YDT02 町⺠を収容し、海上へ避難する。 
【注:収容開始時間は町⺠の集合の都合で若⼲遅れる可能性あり】 

１１︓００ 
【防災無線（消防）】奥尻港湾で火災が発生。消防団に出動命令。 
消防団は海洋研修センター付近に待機し、放水場所に移動・配置し放水。 

１１︓０５ 消火訓練(奥尻町消防団)開始 
１１︓０５ 海上消火訓練(巡視船かむい)開始 ※港湾内での火災船舶(想定点)へ放水。 
１１︓１０ 消火訓練終了 

１１︓１５ 【防災無線（消防）】消火活動の実施により消火訓練の終了を周知。 

１１︓１５ 函館開発建設部(本部)⇔奥尻町⻑とのテレビ会議システム通信訓練開始(15 分程度) 

１１︓３５ 
海路を使った避難訓練終了 
新型消防⾞ CAFS(ｷｬﾌｽ)放水訓練開始（20 分程度） 

１２︓００ 【防災無線（消防）】全訓練が終了したことを全町⺠へお知らせ 

１２︓０５ 閉会式  会⻑（町⻑）あいさつ 

１２︓１０ 
航空自衛隊・⾚⼗字奉仕団による炊き出し訓練により配給。 
現地災害対策本部では昼食後、随時解散。 
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７．各訓練の詳細 
訓練の項目 訓練の内容 

地震防災訓練アプリ
避難⾏動訓練 

事前にスマートフォン等へ地震防災訓練専⽤アプリをダウンロードし
設定することでブザー音と鳴り、これをきっかけに避難⾏動をとる。 

災害対策本部設置・運
営訓練 

災害対策本部（役場）及び現地対策本部(奥尻港湾)の設置 
防災⾏政無線による住⺠周知、各指定避難所管理者との通信により状況
確認を⾏い、通信の確⽴を確認する。 

シェイクアウト訓練 

地震発生中の安全⾏動として、次の⾏動を⾝に着ける。 
①ドロップ︓姿勢を低く︕ 
②カバー︓体・頭を守って︕ 
③ホールド・オン︓揺れが収まるまでじっとする︕ 
約１分程度、机の下に⼊るなどして、⾝を守る。 

住⺠⾼台避難訓練 
住⺠はシェイクアウト訓練後、直近の避難路等で⾼台へ避難するととも
に、防災⾏政無線による避難指示を受け、大津波警報が解除となるまで
は⾼台へ避難し、避難の報告を地区の指定避難所へ報告する。 

各指定避難所設備 
（発電機等）の点検 

各指定避難所管理者及び指定避難所配置を町職員で対応。 
各指定避難所備付の発電機の動作確認及び非常灯の点灯確認を実施す
る。 

炊き出し訓練 
【カレーライス １50 食】 
航空自衛隊第 29 警戒隊（調理） 
奥尻町⾚⼗字奉仕団（盛付けの補助など） 

避難住⺠の誘導・交通
対策 

江差警察署奥尻駐在所・⻘苗駐在所の所員は、住⺠の避難誘導などでき
る範囲で対応。 

水門・港湾ゲート閉鎖 
建設水道課、消防署員により対応。 
遠隔装置及びゲートの安全確保要員として職員を配置。 

消火訓練 
奥尻町消防団員による消火訓練を奥尻港湾で実施する。(約５分間) 
放水場所は、海洋研修センター前から港側（海）に放水する。 

海上消火訓練 
巡視船「かむい」による奥尻港湾内の火災船舶(想定点)への消火訓練を
実施する。(約５分間) 

救援物資輸送訓練 
水中処分⺟船 YDT02 により、⻘森県大湊港から積み込まれた救援物資
を海上輸送により奥尻港へ運搬する。 

海路を使った避難訓
練 

水中処分⺟船 YDT02 により安全な海路へ住⺠を乗せ避難する。 

衛星通信⾞映像配信
訓練・テレビ会議シス
テム通信訓練 

函館開発建設部の衛星通信⾞両を利⽤し、被災想定箇所の映像をドロー
ンから大型モニタに配信するほか、テレビ会議で現地対策本部と函館開
発建設部(本部⻑)を繋ぎ被害状況や情報共有・支援内容の確認を⾏う。 

 新型消防⾞ CAFS 
(ｷｬﾌｽ)放水訓練 

奥尻消防署員により、昨年奥尻消防署へ配備された新型消防⾞の機能を
⽤いた放水訓練を披露する。 
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８．訓練実施機関 
奥尻町、海上自衛隊大湊地方総監部、海上保安庁江差海上保安署、函館開発建設
部、檜⼭広域⾏政組合奥尻消防署、奥尻町消防団、奥尻町国保病院、函館建設管
理部奥尻出張所、江差警察署奥尻駐在所・⻘苗駐在所、航空自衛隊第２９警戒隊、
奥尻町町内会連合会、奥尻町⾚⼗字奉仕団、奥尻町教育委員会、奥尻⾼等学校、
奥尻中学校、各小学校、各幼稚園、避難所施設協⼒団体 
NTT ドコモ 

   
９．指定避難所管理者⼀覧表 

地 域 避難施設名 責任管理者 備 考 

稲穂 
（野名前、稲穂、勘太浜） 

稲穂自治振興会館 野名前町内会⻑  

稲穂夕なぎ会館 稲穂町内会⻑  

勘太浜自治振興会館 勘太浜町内会⻑  

宮津 
（宮津、東風泊） 

宮津生活館 宮津町内会⻑  

奥尻小学校 学校⻑  

東風泊自治振興会館 東風泊１区町内会⻑  

球浦 球浦自治振興会館 球浦町内会⻑  

奥尻 
（仏沢、奥尻、谷地、武士川） 

旧奥尻小学校 総務課  

海洋研修センター 教育委員会事務局⻑  

旧奥尻中学校 総務課  

谷地生活館 谷地町内会⻑  

奥尻⾼等学校 学校⻑  

工藤ビル ㈱工藤組、総務課  

⾚石 
（⾚石、恩顧浜） 

町⺠センター ⾚石町内会⻑  

⾚石自治振興会館 恩顧浜町内会⻑  

松江 
薬師集会所 松江町内会副会⻑  

初松前自治振興会館 松江町内会⻑  

富⾥ 富⾥へき地保健福祉館 富⾥町内会⻑  

⻘苗 

⻘苗小学校 学校⻑  

旧⻘苗中学校 総務課  

⻘苗支所 ⻘苗支所⻑  

おくしり荘 施設⻑  

米岡 米岡自治振興会館 米岡町内会⻑  

神威脇 神威脇生活改善センター 神威脇町内会⻑  
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１０．関係機関別の訓練内容 
機  関  名 訓練内容 

対策本部（役場庁舎） 

・本部の設置 
・防災⾏政無線による各種情報伝達 

（住⺠への避難指示など） 
・衛星携帯電話による各指定避難所管理者等 

との交信 

現地対策本部（閉会式会場） ・炊き出し訓練、消火訓練等の実施 
・閉会式の実施 

江差警察署奥尻・⻘苗駐在所 ・避難住⺠誘導（パトカー）・交通対策 
・消火訓練での道路交通誘導 

各対策部 
各町内会⻑ 

・停電時⽤発電機の運転及び非常灯の確認 
・避難した住⺠の対応 

各小学校・中学校・⾼校 ・避難所指定学校の避難者受⼊訓練 
・停電時⽤発電機の運転 

教育委員会 ・園児、児童、生徒の避難訓練 
建設水道対策部（建設水道課） ・水門閉塞および解除訓練 

消防署・消防団 
・避難誘導、水門・港湾ゲート閉鎖（消防署員）
・消火訓練（消防団） 
・新型消防⾞ CAFS 放水訓練（消防署員） 

航空自衛隊第２９警戒隊 ・炊き出し訓練（カレーライス １50 食） 

奥尻町⾚⼗字奉仕団 ・炊き出し訓練(盛付け等補助) 

海上自衛隊大湊地方総監部 ・救援物資輸送及び海路を使った避難訓練 

海上保安庁江差海上保安署 ・海上消火訓練 

函館開発建設部  ・衛星通信⾞映像配信訓練 
 ・テレビ会議システム通信訓練 

NTT ドコモ ・移動基地局⾞による臨時基地局の設営及び携帯
電話などの通信確保のための充電サービス支援 
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１１．防災⾏政無線での放送⽂ 
 
１０時００分 役場  （サイレン） 
訓練､訓練。こちらは、防災奥尻です。 
ただいま、非常に大きな地震が発生しています。 
落下物から⾝を守る⾏動を⾏って下さい。 
皆さん落ち着いて火の始末をして下さい。 
海岸付近では､津波が予想されますので､避難の準備をして下さい。 
テレビやラジオをつけ、落ち着いて⾏動して下さい。 
なお､新しい情報が⼊り次第お知らせします。 
（繰り返し） 
 
１０時０３分 役場  （サイレン） 
訓練､訓練。こちらは､防災奥尻です。 
ただいま､大津波警報が発表になりました。避難指示を発令します。 
巨大な津波が予想されますので､火の元を確認し､ガスの元栓を締めて､直ちに⾼台へ避難し
て下さい。危険ですので、自宅に戻ったり、港や海岸付近、河川には、絶対に近づかないで
下さい。 
なお、避難の際には､⾞を使⽤しないで下さい。 
（繰り返し） 
 
１０時１５分 役場  （チャイム） 
訓練､訓練。こちらは、防災奥尻です。 
ただいま、大津波警報が解除になりましたので避難指示は、解除します。 
津波の来襲のおそれは、なくなりました。 
避難した住⺠は、近くの避難所へ⾏き、訓練参加したことを報告し、自宅へお帰り下さい。 
（繰り返し） 
 
１１時００分 消防  （サイレン） 
訓練、訓練。こちらは、防災奥尻です。 
１０時００分に発生した地震のため、奥尻港湾内で火災が発生しました。 
消防団員は、出動願います。 
（繰り返し） 
 
１１時１５分 消防  （チャイム） 
訓練、訓練。こちらは、防災奥尻です。 
先ほど発生した奥尻港湾内での火災は、１１時１０分、鎮火しました。 
（繰り返し） 
 
１２時００分頃 消防  （チャイム） 
訓練、訓練。こちらは、防災奥尻です。 
救援物資の輸送及び、負傷者等の救助を完了しました。 
 
これで、地震津波による令和元年度奥尻町防災訓練を終了します。 
住⺠の皆さま、ご協⼒ありがとうございました。（繰り返し） 


